
第 61 回佐賀市新型コロナウイルス感染症対策本部会議  

第 25 回佐賀市新型コロナウイルスワクチン接種対策本部会議  

 

【市長挨拶・メッセージ】  

（感染状況） 

陽性者数は５月に入って減少傾向、６月になって横ばいだったが、６月中旬以降、オミク

ロン株ＢＡ.５の影響もあり、増加に転じている。 

ＢＡ.５は、ＢＡ.１よりも感染力が強いと言われており、佐賀県の疫学調査によると、換

気が不十分であった体育館の室内競技から家庭などに拡がったケースもあった。 

（ワクチン接種） 

ワクチン接種に関しては、若い年齢層の３回目の接種率が低い状況にある。若い方も重症

化することがあるので、健康を守るために、早めの接種にご協力をお願いしたい。 

４回目の接種に関しては、重症化予防効果が期待されている。佐賀市では、接種を希望者

される方がスムーズに接種できるように、個別接種だけでなく、集団接種の体制も整えてい

る。 

今後とも、医療関係者の皆様と佐賀市が力を合わせて、接種を進めて行きたいと考えてお

り、引き続き、ご協力をお願いしたい。 

（市民の皆様へのお願い） 

九州北部は、例年にない早い梅雨明けとなり、これからは暑く長い夏が予想されます。熱

中症の対策も十分にしながら、引き続き、基本的な感染予防を実践していただくようお願い

いたします。 

ワクチン接種については、感染予防と重症化予防のため、対象者の方は、早めの接種をお

願いします。 

最後に、コロナウイルスの陽性者や濃厚接触者、ワクチン接種に関連した誹謗中傷や差別

的言動が無いようお願いいたします。 

 

第 60 回佐賀市新型コロナウイルス感染症対策本部会議  

第 24 回佐賀市新型コロナウイルスワクチン接種対策本部会議  

 

【市長挨拶・メッセージ】  

（感染状況） 

陽性者数については、心配されたゴールデンウィーク明けの急増も見られず、ここ最近は、

県内でも 1日平均が２５０人弱、佐賀市においても６０～７０人と、１カ月前からすると半

分程度に抑えられてきている。 

県内では、重症者は２カ月近くゼロ、中等症の方も先週から２０人台まで落ちてきている

状況となっているが、年代が高まると入院率も高まる状況であるため、特に高齢者の感染が

続くような事態は避けなければならない。 

（ワクチン接種） 



３回目のワクチン接種については、高齢者の方がほぼ完了しましたが、４０歳代以下の方

の接種が伸びていない状況にある。 

感染拡大防止のため、ご自身の重症化予防のために、早期の接種にご協力いただければ。 

４回目の接種は、対象者が「６０歳以上の方」と「１８歳から５９歳の基礎疾患を有する

方」になった。 

接種券の発送は、第一弾として、本日午前中に３回目接種日から５カ月経過した１８歳以

上の方、約３１００人にお送りしたが、まだ届いていない方へも順次お送りする。 

接種は、今週２５日（水）から準備の整った個別医療機関で始めるが、対象となる方は、

接種への協力をお願いする。 

医療関係者の皆様には、４回目接種にもお力添えをいただくことに感謝している。 

今後も、医療関係者と佐賀市が力を合わせて、接種を進めていきたい。 

（市民の皆様へのお願い） 

市民の皆様においては、引き続き、基本的な感染予防を実践していただくようお願いいた

します。 

４回目接種が始まりますので、対象となられる方は、接種券の到着をお待ちください。 

ワクチンは十分に供給されていますので、ご自身の体調管理をされながら、接種に臨んで

下さますようお願いします。 

 最後に、コロナウイルスの陽性者や濃厚接触者、ワクチン接種に関連した誹謗中傷や差別

的言動が無いようお願いいたします。 

 

第 59 回佐賀市新型コロナウイルス感染症対策本部会議  

第 23 回佐賀市新型コロナウイルスワクチン接種対策本部会議  

 

【市長挨拶・メッセージ】  

 （感染状況） 

陽性者数は、４月１９日に佐賀県で６８０人、昨日４月２６日に佐賀市で２９７人と過去

最多となるなど、市民の皆さんも不安に感じられた方も多いと思う。 

オミクロン株では軽症者が多く、入院率も低いという数字が出ているが、年代が高まると

ともに、入院率も高くなっており、佐賀県においても病床を守るために、高齢者施設の対策

強化の方針が出されている。 

現状、感染防止に努めながら、共生していかなければならないステージに来ているものと

感じている。 

（ワクチン接種） 

ワクチンの３回目接種は、高齢者が４月２５日時点で８８．４％となり、ほぼ終了したが、

若い世代の方の接種が伸びていない状況。 

感染拡大防止、ご本人の重症化予防の観点から、早期の接種にご協力いただければ。 

５～１１歳の小児接種については、お子様の感染拡大が続いていることから、特に、基礎

疾患があるお子様がおられるご家庭におかれては、かかりつけ医と相談のうえ、接種のご検



討をしていただきたいと思う。 

医療関係者の皆様には、感染対策にご尽力いただいていることに感謝を申し上げるとと

もに、引き続き、ご協力をお願いしたい。 

（市民の皆様へのお願い） 

市民の皆様においては、引き続き、基本的な感染予防の徹底をお願いいたします。 

３回目のワクチン接種について、まだ接種されていない市民の皆様におかれては、重症化

予防の観点から、早期に接種して頂ければと思っていますので、ご検討をお願い致します。 

これからのゴールデンウィークに、佐賀市に帰省される方もいらっしゃるかと思います

が、十分な感染予防に努めていただき、久しぶりの佐賀市を楽しんでいただきたいと思いま

す。 

最後に、コロナウイルスの陽性者や濃厚接触者、ワクチン接種に関連した誹謗中傷や差別

的言動が無いようお願い致します。 

 

第 58 回佐賀市新型コロナウイルス感染症対策本部会議  

第 22 回佐賀市新型コロナウイルスワクチン接種対策本部会議  

  

【市長挨拶・メッセージ】  

 （まん延防止等重点措置の解除）  

３月２１日をもって、「まん延防止等重点措置」が全面解除された。  

これからは、「感染予防に努めながらも、経済発展を視野に入れた、ウイズコロナのステー 

ジでの対応」に、シフトしていくのではないかと考えている。  

（感染状況）  

オミクロン株による感染拡大が始まってから、約３カ月になり、「急激な減少」には至って 

いないが、病床使用率や重症化率は、少しずつ改善している。  

（ワクチン接種）  

現在、佐賀県や佐賀市での３回目のワクチン接種率は、引き続き全国トップクラスの接種 

率で進んでいる。  

３回目の接種の実績は、高齢者では３月２３日時点で８４．７％に達したが、６５歳未満の 

方は少ない状況にある。  

重症化を防ぐためにも、早期に接種を済ませていただければと考えている。  

５～１１歳の小児接種についても、今月の１日から開始しており、基礎疾患がある子ども 

がおられる家庭では、重症化予防が期待されるため、かかりつけ医と相談のうえで接種の 

検討をしていただきたい。  

医療関係者の皆様には、年度末の忙しい時期に、ご尽力いただいていることに感謝を申し 

上げるとともに、引き続き、ご協力をお願い致します。  

（市民の皆様へのお願い）  

まん延防止等重点措置の全面解除で、少し安心感は生まれていると思うが、油断へとつな 

がらないよう、引き続き「マスクの着用」、「手洗い」、「換気」、「三密の回避」など、基本的 



な感染予防を実践していただくようお願い致します。  

また、３回目のワクチン接種をされていない市民の皆様におかれましては、重症化予防の 

観点から、早期に接種して頂きますよう、ご検討をお願い致します。  

最後に、コロナウイルスの陽性者や濃厚接触者、ワクチン接種に関連した誹謗中傷や差別 

的言動が無いようお願い致します。 

 

第 57 回佐賀市新型コロナウイルス感染症対策本部会議 

第 21 回佐賀市新型コロナウイルスワクチン接種対策本部会議（令和 4 年 2 月 17 日） 

【市長挨拶・メッセージ】 

（感染状況） 

今年に入ってから２月１６日までの約１カ月半だけで、県内では１３，０９５人、佐賀市内 

では３，８８４人となり、陽性者が急増した。 

（ワクチン接種） 

３回目の接種は、高齢者から若い方へ接種を進めているが、佐賀市医師会、好生館等の協力 

により、順調に進んでいるところであり、佐賀県や佐賀市の接種率は、全国的にもトップク 

ラスの数値となっている。 

６５歳以上の高齢者の個別医療機関におけるワクチン接種は、当初予定の２月１日を、 

１月２４日に前倒しして開始しているが、６５歳未満の方についても、３月１日に前倒しし 

て接種を開始する。 

モデルナ製のワクチン接種については、副反応の不安を持っておられる方もいらっしゃる 

と思うが、国はモデルナのワクチン接種の効果や、安全性を科学的知見に基づき評価され 

ているので、安心して接種してもらいたい。 

小児（５～１１歳）のワクチン接種については、ワクチン供給量が潤沢ではないため、接種 

回数や実施医療機関は、限定して実施することになるが、希望される方や、基礎疾患等で早 

期接種が必要な方には、３月上旬からスムーズに接種できるように準備を進めている。 

医療関係者の皆様には、年度末の忙しい時期に、ご尽力いただいていることに感謝を申し 

上げるとともに、引き続き、ご協力をお願いしたい。 

（市民の皆様へのお願い） 

何度も申し上げておりますが、市民の皆様におかれては、マスクの着用・手洗い・換気・三 

密の回避など基本的な感染予防対策の徹底と継続をお願いします。 

改めてのお願いになりますが、市民の皆様には、重症化予防や発症予防の観点から、３回目 

のワクチン接種をお願いします。 

コロナウイルスの陽性者や濃厚接触者、ワクチン接種に関連した誹謗中傷や差別的言動が 

無いようお願いします。 

 

第 56 回佐賀市新型コロナウイルス感染症対策本部会議 

第 20 回佐賀市新型コロナウイルスワクチン接種対策本部会議（令和 4 年 1 月 27 日） 

【市長挨拶】 



（感染状況） 

市内でも複数のクラスターが発生するなど、感染の拡大している状況。 

繰り返しのお願いになるが、今後も「マスクの着用、手洗い、換気、三密を避ける」などの 

基本的な感染症予防の徹底と継続をお願いしたい。 

（ワクチン接種） 

高齢者の個別医療機関での接種は、前倒しして１月２４日から開始している。 

高齢者の方への接種券は、段階的に送付しており、２月上旬までには、殆どの高齢者に届く 

見込み。 

教育や保育の現場で働いていらっしゃる皆様の安心と安全を確保するため、個別接種、集 

団接種を前倒しして実施する。 

前倒しの時期は、個別接種を１カ月前倒して１月３１日から、集団接種を１０日前倒して 

２月３日から開始する。 

医療関係者の皆様には、ご負担をおかけするが、今後ともご協力をお願いしたい。 

（市民の皆様へのお願い） 

佐賀県が、まん延防止等重点措置の適用を受けたことから、知事からの各種要請があって 

いますので、ご協力をよろしくお願いします。 

改めてのお願いになりますが、市民の皆様には、重症化予防や発症予防の観点から、３回目 

のワクチン接種をお願いします。 

誹謗中傷や差別的言動が無いようお願いします。 

 

第 55 回佐賀市新型コロナウイルス感染症対策本部会議 

第 19 回佐賀市新型コロナウイルスワクチン接種対策本部会議（令和 4 年 1 月 21 日） 

【市長挨拶】 

（佐賀県の動き） 

昨日の、県の対策本部会議では、知事から「まん延防止等重点措置について、国との協議 

を開始する」と発表された。 

佐賀市は、今後の国や県の感染症対策に連動した対応を迅速に執れるよう進めていく。 

（感染状況） 

陽性者や濃厚接触者が、県内・市内で急増しているが、オミクロン株の全国的な感染状況を 

見ると、暫くは、このような状況が続くのではないかと思わる。 

今後も、「マスクの着用、手洗い、換気、三密を避ける」などの基本的な感染症予防の徹底・ 

継続と、症状がある場合の早めの医療機関の受診をお願いしたい。 

陽性者となられた方などに対しても誹謗中傷や差別的言動がないようお願いしたい。 

（ワクチン接種） 

高齢者の個別医療機関での接種開始は、当初２月１日の予定であったものを、国の方針を 

受け、前倒しして１月２４日からスタートする。 

高齢者の方へ接種券は、一昨日の１月１９日に発送したところであり、混乱を避けるため 

に、段階的に送付しているため、市民の皆様のご理解をお願いしたい。 



市民の皆様には、重症化予防や発症予防の観点から３回目のワクチン接種をお願いしたい。 

 

第 54 回佐賀市新型コロナウイルス感染症対策本部会議 

第 18 回佐賀市新型コロナウイルスワクチン接種対策本部会議（令和 4 年 1 月 13 日） 

【市長挨拶】 

（感染状況） 

県内のコロナウイルスは、ほぼオミクロン株に置き換わっていると言われており、急激な 

感染拡大に繋がっていると思われる。 

今後の国や県の感染症対策に対して、佐賀市も連動した対応をとれるよう努めていく。 

いずれにしても、私たちを含め、市民の皆様も取り組むべき対策は、これまでと変わらず、 

「マスクの着用、手洗い、換気、三密を避ける」などの基本的な感染症対策の徹底と継続を 

お願いしたい。 

症状があれば、早め早めに医療機関に受診していただき、感染症拡大防止に市民の皆様の 

ご協力をお願いします。 

（ワクチン接種） 

今後、佐賀市では１月１９日から順次、６５歳以上の高齢者の方へ接種券を発送する準備 

をしている。 

混乱を避けるために、接種券は、２回目の接種をされた日の早い方から、順次発送するた 

め、市民の皆様にはご理解をお願いしたい。 

市民の皆様には、重症化予防の観点から、３回目のワクチン接種をお願いしたい。 

今後は、モデルナ社のワクチンも供給され、佐賀市においても、使用することになるが、臨 

床試験での安全性も確認されているため、市民の皆様には安心して接種をしてほしい。 

また、医療関係者の皆様には、３回目のワクチン接種にご尽力頂くことになりますが、感謝 

を申し上げるとともに、引き続き、ご協力をお願いしたい。 

 

第 53 回佐賀市新型コロナウイルス感染症対策本部会議 

第 17 回佐賀市新型コロナウイルスワクチン接種対策本部会議（令和 3 年 12 月 14 日） 

【市長挨拶】 

（感染状況） 

佐賀県では３６日連続、佐賀市では５２日連続「ゼロ」と落ち着いた状況。 

一方、欧米をはじめ外国ではオミクロン株が急速に感染拡大しており、油断が許されない 

状況。 

国内での感染拡大も危惧されるため、市民の皆様におかれても、これまで取り組んでいる 

基本的な感染予防対策の徹底をお願いします。 

（ワクチン接種） 

現在、佐賀市では、国の「追加接種の前倒しの方針」を受けて、２回目の接種日から６カ 

月を経過された医療関係者の方々から、３回目のワクチンを接種していただいている。 

２月から予定している高齢者への接種についても「２回目の接種日から、７カ月以上経過 



された方」を対象に前倒し接種をしたいと考えている。 

市民の皆様への３回目の接種券の発行は、来月から、順次、郵送することとしている。 

市民の皆様には、感染拡大防止や重症化予防の観点から、３回目のワクチン接種をお願い 

したい。 

医療関係者の皆様には、感謝を申し上げるとともに、引き続き、ご協力をお願いしたい。 

（帰省される方へのメッセージ） 

今回、帰省を計画されている方は、ふるさとに戻ってこられて、久しぶりの佐賀市を満喫 

して過ごして頂きたい。 

そのためにも、今のうちから徹底した体調管理をお願いするとともに、帰省中は、飲食等 

の機会でも、十分な感染対策をして楽しんで頂きたい。 

帰省される皆さんは、お気をつけて、楽しみに戻って来られ、新たな１年を迎えて欲しい 

と願っている。 

 

第 52 回佐賀市新型コロナウイルス感染症対策本部会議 

第 16 回佐賀市新型コロナウイルスワクチン接種対策本部会議（令和 3 年 11 月 15 日） 

【市長挨拶】 

１０月２日以降、佐賀県においては陽性者数が１桁で推移しており、佐賀市においても陽性 

者ゼロの日が続くなど落ち着いた状況。 

第５波の感染拡大期は、「新学期が始まると感染が拡大するのでは」との不安の声もあった 

が、今のところ、安心した生活を送ることができている。 

医療従事者の方はもちろん、保育や介護の現場など、私たちのライフラインを支えてくださ 

っているエッセンシャルワーカーの皆様に心から感謝申し上げる。 

ワクチン接種に関しては、今後も佐賀市として、迅速かつ安定した接種に努めていくので、 

市民の皆様と医療関係者の方々においては、引き続きご協力をお願いしたい。 

市職員においては、危機管理意識とこれまで培ったノウハウを総動員して対策をとってほ

しい。 

 

第 51 回佐賀市新型コロナウイルス感染症対策本部会議 

第 15 回佐賀市新型コロナウイルスワクチン接種対策本部会議（令和 3 年 8 月 25 日） 

【市長挨拶】 

私が入るこの会議は、今日が最後になるかも知れない。 

今日が最後で、あとは開催しないでいいように状況がなればいいが、油断大敵で第６波があ

るかも知れないので、全体的には落ち着いているが、気を緩めることなく対応をお願いした

い。 

 

第 50 回佐賀市新型コロナウイルス感染症対策本部会議 

第 14 回佐賀市新型コロナウイルスワクチン接種対策本部会議（令和 3 年 8 月 25 日） 

【市長挨拶】 



病院の実態がニュースで報道されているのを見ると医療従事者の皆さんのご苦労が見られ

るが、ショッキングな映像である。救急搬送しなければならない人を十何時間も面倒を見る

とか、あるいは行き先がないというのが一番つらい事である。 

救急医療に携わる人だけでなく、一般市民の皆さんがそういう気持ちになれば、安心安全安

定といったものが吹き飛んでしまう。少し過激に言っているが、恐れおののくという状況が

近づいている感じもする。 

過激に恐れる必要はないが、いろいろなケースを考えながら事前に手を打って混乱を避け

る努力をしなければならないという思いを新たにしている。 

できるだけの事をして社会不安が少しでも和らぐように頑張らないといけない。 

 

第 49 回佐賀市新型コロナウイルス感染症対策本部会議 

第 13 回佐賀市新型コロナウイルスワクチン接種対策本部会議（令和 3 年 8 月 19 日） 

【市長挨拶】 

毎日コロナ感染者の最多の数字が出てきて心配である。 

佐賀では基本的に入院かホテルでやってきたが、今の時点で職員も２名自宅治療となって

いる。逼迫した医療の状態が心配である。 

細心の注意を払いながら対応をしていかなければならない。 

一刻も早くピークを過ぎて落ち着いた状態に戻るように頑張りたい。 

 

第 48 回佐賀市新型コロナウイルス感染症対策本部会議 

第 12 回佐賀市新型コロナウイルスワクチン接種対策本部会議（令和 3 年 8 月 10 日） 

【市長挨拶】 

新型コロナウイルス感染症の全国的な感染拡大ともに、佐賀県でも拡大傾向にある。 

まだ、各自治体の２回目接種の目途がついていない状態で、国が３回目のワクチン接種の 

情報を発信するなど、国の情報の出し方には疑問を感じる。 

佐賀市としては、今後、まだワクチン接種ができていない年齢層への接種を、医療機関と 

協力の上で進めていきたい。 

 

第 47 回佐賀市新型コロナウイルス感染症対策本部会議 

第 11 回佐賀市新型コロナウイルスワクチン接種対策本部会議（令和 3 年 7 月 19 日） 

【市長挨拶】 

ワクチンの供給減に関しては、報道で「ワクチン来ない、自治体混乱」、「接種体制拡大し 

た矢先、急ブレーキ」、「ワクチン供給甘い見通し」などの見出しが並んでいるが、我々も 

同じ思いである。 

「ワクチンは潤沢にある」と急かされて体制を作って、今度は「ワクチンが足りない」とな 

ると国に対する不信感は拭えない。 

そうは言っても、今の現状で、できるだけ円滑に接種ができるよう担当部署は調整を行っ 

ており、安全で確実な接種を進めていきたいと考えている。 



 

第 46 回佐賀市新型コロナウイルス感染症対策本部会議 

第 10 回佐賀市新型コロナウイルスワクチン接種対策本部会議（令和 3 年 6 月 30 日） 

【市長挨拶】 

医療機関の皆様のご尽力もあり、佐賀県内・佐賀市内の感染者数は、落ち着いてきている。 

全国に目を向けると、緊急事態宣言も視野に入るような地域があるなど、まだ予断を許さ 

ない状況に変わりはない。 

ワクチンの接種状況については、今のところ、計画通りに順調に進んでいる。 

しかし、今後は、ワクチン供給の見通しに心配な面が見られ、自治体はこの先の計画の見 

直しも必要になってくる。 

国からは、「十分なワクチンを確保しているので急いで」とのアナウンスがあったかと思 

えば、今度は「ワクチンの供給の見通しが不透明」など、ワクチン接種の担当も振り回さ 

れるような状況となっている。 

現場の業務は大変であるため、それぞれの部署でも力添えをしてほしい。 

 

第 45 回佐賀市新型コロナウイルス感染症対策本部会議 

第 9 回佐賀市新型コロナウイルスワクチン接種対策本部会議（令和 3 年 6 月 11 日） 

【市長挨拶】 

陽性者数の推移は、少し落ち着いてきているが、ワクチン接種の現場はまだまだ大変な時 

期が続く。 

５月には、県内・市内でも陽性者が急増したが、関係者の努力でここ１０日ほどは、低い 

水準で抑えることができている。 

佐賀県は、全国的にワクチン接種の接種率は高い水準となっているが、佐賀市においては、 

予約率が思うほど伸びていない状況もある。 

今後のワクチン接種の広報については、マスコミの皆さんの力も借りながら、私たちも工 

夫をして実行したい。 

今後もワクチン接種については、しっかりと足元を見ながら、確実に進めていく。 

 

第 44 回佐賀市新型コロナウイルス感染症対策本部会議 

第 7 回佐賀市新型コロナウイルスワクチン接種対策本部会議（令和 3 年 5 月 18 日） 

【市長挨拶】 

佐賀県の陽性者の報告状況も、一気に増加した後、少し数としては落ちたものの、横ばい 

の状態が続いており、かなり厳しいという認識である。 

市としても医療危機、医療崩壊などが進まないよう努力していく。 

ワクチン接種に関しては、７５歳以上の個別接種の受付が始まった。 

医療機関によっては、予約者が偏るなどし、混乱をきたしたところもあったと聞いている。 

今後、６５～７４歳の受付と接種が続き、市民のみなさんの困惑や混乱も予測されるが、 

しっかりと確実に接種計画を遂行していかなければならない。 



ワクチン接種に携わる職員も気力・体力が消耗しているため、全庁的にサポートしながら、 

最終的に市民のみなさんたちの安心につなげてほしい。 

 

第 43 回佐賀市新型コロナウイルス感染症対策本部会議 

第 6 回佐賀市新型コロナウイルスワクチン接種対策本部会議（令和 3 年 5 月 7 日） 

【市長挨拶】 

４月末から５月初旬にかけて、陽性者数も２０人台、３０人台と増加が顕著になってきて 

おり、油断できない状況である。 

ワクチン接種のスケジュールに関しては、国の計画が前倒しになってきている。 

計画通りにできないこともあるかもしれないが、国の方針に沿うよう努力する。 

国が示す接種計画の日程のみにとらわれることで混乱をきたすことがないよう、また、市 

民の皆様が安心して接種できるよう取り組んでいく。 

 

第 42 回佐賀市新型コロナウイルス感染症対策本部会議 

第 5 回佐賀市新型コロナウイルスワクチン接種対策本部会議（令和 3 年 4 月 28 日） 

【市長挨拶】 

全国的にもワクチン接種が少しずづ始まってきた。 

国の具体的な供給スケジュールが分からないまま、日程だけが示されることで、なかなか事 

務的に難しいところもある。 

国が示す日程どおりに接種を終えることができる自治体もあるが、できないところもある。 

佐賀市においては、できる限りの努力は行いたい。 

国に対しても伝えるべきところは伝えていくが、国も地方への配慮もお願いしたい。 

佐賀市においても急ぎすぎるが余り、混乱することがないよう、しっかりとしたペースで事 

業を行っていく。 

 

第 41 回佐賀市新型コロナウイルス感染症対策本部会議 

第 4 回佐賀市新型コロナウイルスワクチン接種対策本部会議（令和 3 年 4 月 21 日） 

【市長挨拶】 

最近は、関東や関西での感染拡大が大きく報道されていたが、昨日は佐賀県で３８例、佐賀

市で１３例とともに過去最大の陽性者数が報告された。緊張感をもって対応にあたる必要

がある。 

ワクチン接種に関しては、みんなで情報を共有し、市民の皆さんの安心・安全を守ることに

努めたい。 

 

第 40 回佐賀市新型コロナウイルス感染症対策本部会議 

第 3 回佐賀市新型コロナウイルスワクチン接種対策本部会議（令和 3 年 4 月 6 日） 

【市長挨拶】 

佐賀市内で、カラオケ喫茶のクラスターが発生し、落ち着きを取り戻しつつあったところに、 



再度クラスターが発生するなど、なかなか油断できない状況が続いている。 

ワクチンの供給量が、はっきりと示されないため、やきもきとした気持ちである。 

佐賀市としては、市民の皆さんの不安を煽ることがないよう、接種体制をしっかりと確立さ 

せ、接種に臨む。 

人事異動などにより、人の動きがあったが、しっかりとした引き継ぎを行い、事務の欠落が 

ないように取り組まなければならない。 

これから先も、いつ感染が拡大するかわからないという危機感をもって対処していく。 

 

第 39 回 佐賀市新型コロナウイルス感染症対策本部会議 

第 2 回佐賀市新型コロナウイルスワクチン接種対策本部会議（令和 3 年 3 月 22 日） 

【市長挨拶】 

佐賀市で初めて、新型コロナウイルス感染者の報告があってから１年が経過した。 

１年前は、マスク不足で、みんな不安な生活を送っていた。 

それから１年、新型コロナの第２波・第３波を経験し、先般、すべての都道府県が緊急事態 

措置を実施すべき区域から除外された。 

しかし、現在も予断を許さない状況に変わりはないため、私たちも適切な対応をとっていく。 

今後は、市民の皆さんの不安を解消すべく、ワクチン接種事務を進めていく。 

まだまだ、情報が十分でない中で準備を進め、また医師会とも調整を行っている。 

供給のスケジュールなど全容は見えないが、市民の皆さんの不安を少しでも取り除いた状

態でワクチンの接種につなげていきたい。 

 

第 38 回 佐賀市新型コロナウイルス感染症対策本部会議 

第１回佐賀市新型コロナウイルスワクチン接種対策本部会議（令和 3 年 3 月 1 日） 

【市長挨拶】 

佐賀市で初めて、新型コロナウイルス感染者の報告があってからもうすぐ１年となる。 

２週間前（２月中旬ごろ）までは、ようやく事態も好転してきたようにも見えたが、１０日

ほど前からクラスターの発生などにより急増した。 

ここ数日は、再び落ち着いてきたようにも感じるので、このまま収束していくことを期待し

ている。 

３月になり、市では市議会も開会されるが、それとともにワクチン接種という新たな取り組

みを行うこととなる。 

 

第 37 回 佐賀市新型コロナウイルス感染症対策本部会議（令和 3 年 1 月 27 日） 

【市長挨拶】 

新型コロナウイルス感染症の感染については、まだまだ落ち着きを見せないが、以前と比較

すると相対的に減っているようにも感じる。 

全国的に様々な取り組みを実施されており、そのことが功を奏して減っているのでは、と期

待をしているところである。 



本日の議題にもある「ワクチン」については、昨日、県知事を含む県内首長での会議（ＧＭ

２１）でも協議した。 

佐賀市においても、ワクチン接種に関しては、国からの情報も流動的でありながら、医師や

看護師の確保などに向けて医師会とも調整を行っているところ。 

感染拡大防止に努めながらワクチン接種体制を構築するなど、これから大変な事務が待っ

ているが、大まかに示されているスケジュールに向けて取り組んでいきたい。 

 

第 36 回佐賀市新型コロナウイルス感染症対策本部会議（令和 3 年 1 月 18 日） 

【市長挨拶】 

昨日、佐賀市の保育所でクラスターが発生したため、関係者を参集し、情報収集・情報共有

とその後の対応を行った。昨日は、緊迫感をもって対応に当たったところであるが、これ以

上の広がりがなければと願っている。 

市の職員においても、自分自身の体調管理はもちろんのこと、周囲の職員の体調の変化など

にも気を配るように。 

全国的に感染拡大が止まらない状況であるが、佐賀でも十分にその要素をはらんでいる。 

県内では、医療関係者が休みなく頑張ってもらっている状況である。改めて感謝申し上げる。 

また、市民の皆様も、新型コロナウイルスに感染してしまった人に対して、思いやりをもっ

て対応してほしい。 

 

第 35 回佐賀市新型コロナウイルス感染症対策本部会議（令和 3 年 1 月 14 日） 

【市長挨拶】 

佐賀県における感染者は、1 月 10 日前までは 580 例程度であったものが、昨日 1 月 13 日

までの間に 684 例となるなど、急激な伸びとなっている。 

全国的にも、同じように増加傾向であり、お隣の福岡県は緊急事態宣言の対象地域となるな

ど感染拡大に歯止めがかからない状態となっている。 

また、県内では、クラスターの発生も報告されてきており、予断を許さない状況である。 

佐賀市の各部署においても、様々な情報の共有とともに、さらなる感染拡大も視野に入れな

がら、対策を再確認するようお願いする。 

 

第 34 回佐賀市新型コロナウイルス感染症対策本部会議（令和 3 年 1 月 6 日） 

【市長挨拶】 

佐賀市では、正月三が日までは、比較的に感染報告が少なかったが、1月 4日に県内 23 例・

市内 11 例と急増した。全国的には、昨日 4,900 人を超え、5,000 人も超えるのではないか

という勢いで増加している。佐賀県においても、ここ 2 週間だけを見ても、県内で約 100 

例、市内で約 20 例増えている。 

新型コロナウイルスは、「未知な部分が多い」、「我々も経験したことがない」、「特効薬がな

い」など、まだまだ油断できない状況が続いている。 

国では、「2 月下旬までにワクチンの接種体制を確立」と話がでているが、混乱を避け、ス



ムーズに接種を実施できるか、不安な部分もある。 

皆、イライラとストレスが溜まっている状況ではあるが、医療や福祉分野の従事者は、日々

の業務をコツコツと重ねられている。そのように、私たちの生活を支えていただいている方

たちのことを思いやって対策を講じていかなければならない。 

市としても、市民の皆様に安心と安全を届けられるよう取り組みを行っていく。 

 

第 33 回佐賀市新型コロナウイルス感染症対策本部会議（令和 2 年 12 月 23 日） 

【市長挨拶】 

全国的には、ここ最近死亡者が増加傾向にあるなど、かなり厳しい状況になってきた。 

近隣の県でも感染者数は増加傾向にあるため、佐賀県内も油断できない。 

しかし、県や医療従事者の努力、また県民、市民の感染対策のおかげで、感染者数は抑えら

れた数字で推移している。 

年末年始の感染症対策として、佐賀市でどのような方向を示すのかを、今回の会議で確認し

たい。 

 

第 32 回佐賀市新型コロナウイルス感染症対策本部会議（令和 2 年 12 月 9 日） 

【市長挨拶】 

全国的な状況をみると、北海道や大阪などでは医療崩壊の恐れもあると言われている。 

隣県の福岡県でも、少しずつ感染者が増えてきており、佐賀市も１２月だけで２０例と増加

傾向である。 

このような状況であるため、市民の皆様と職員に対し、今一度、感染予防の実践と注意喚起

を行いたい。 

医療関係者においては、休みなく対応されている状況であり、また感染者の追跡にも大変苦

労されていると聞いている。 

現在の佐賀市の体制や感染が拡大してきた場合にどう対応するかを、再度確認するために

会議を行うもの。 

なお、「感染者に対する誹謗中傷や差別的な言動はしない」ということを改めて市民の皆様

にもお願いし、周知したい。 

 

第 31 回佐賀市新型コロナウイルス感染症対策本部会議（令和 2 年 12 月 2 日） 

【市長挨拶】 

全国的な状況をみると、大都市では医療崩壊の恐れがある。 

佐賀での感染状況は穏やかに推移していたが、１１月末から１２月にかけて感染者が増加

し、心配な部分がある。 

情報共有と気を引き締めるという意味での会議ということで、今日はお願いしたい。 

 

第 30 回佐賀市新型コロナウイルス感染症対策本部会議（令和 2 年 11 月 13 日） 

【市長挨拶】 



最近の全国的な感染状況を見てみると、佐賀市に第 3波がいつくるのか、といった様子であ

る。ウイルスに対しては、正しく恐れ、恐れすぎずに対処をしていかなければならない。 

現在は、感染予防とともに、経済活動も成立させていかなければならない。 

現在の「with コロナ」と呼ばれる段階にあって、ワクチン接種をどのように進めていくの

かは、まだ明確でない。 

「個別接種か集団接種か」、「接種の回数は」など少しずつ情報は出てきているが、はっきり

とした全容は見えていないため、情報収集において我々もアンテナを高くして、臨まなけ 

ればならない。 

いずれにしても、今後の第 3波やワクチンの接種などに対応するにあたって、業務量も増え

ていくことを念頭に置いて、様々な施策に取り組んでいきたい。 

 

第 29 回佐賀市新型コロナウイルス感染症対策本部会議（令和 2 年 10 月 2 日） 

【市長挨拶】 

幸いにも、9 月の佐賀市内での感染報告は 1 件と落ち着きつつある状態である。 

今後は、インフルエンザの流行期にもなるため、油断せずに業務に取り組んでいかなければ

ならない。 

市民の皆さんの感染予防については、今までも繰り返しお伝えしてきた「3 密の回避」 

「マスクの着用」「手洗いの励行」を継続して訴えていくほかない。 

現在も引き続き心配しているのは、市内の経済状況に関してである。事業を営んでいる方々

は、まだまだ心配が尽きないと思う。また、事業者の経営のみではなく、被用者の雇用に関

しても厳しい状況に直面している。新卒者の採用(雇用)状況も悪化しているとの報道もあ

り、経済・雇用ともに心配しているところである。 

感染防止には、十分な配慮をしながら、夜の飲食店などの利用もして、佐賀市の活性化につ

なげていかなければならないと感じている。 

 

第 28 回佐賀市新型コロナウイルス感染症対策本部会議（令和 2 年 8 月 9 日） 

【市長挨拶】 

3 週間ほど前から、佐賀県内、そして佐賀市内でも新型コロナウイルス感染症の陽性者が急

増してきており、緊張感をもって臨んでいるところである。 

感染された方においては、一日も早い回復を祈るばかりである。 

最近の感染報告では、飲食店や通勤、また家族内の感染などの感染ルートの広がりが見られ、

心配するところである。市内においては中学生の感染報告があり、心配したところであるが、

濃厚接触者に関しては、すべて陰性であった。 

今後、お盆を迎え、人との交流が増えるため、市民の皆様には、十分な注意を払って過ごし

てほしい。 

今回、佐賀市では感染予防の PR のために、ポスターを制作した。私たちができることは、

ポスターにあるように 3 密を避け、マスクをし、手洗いをするなどの呼びかけである。基

本的なことであるが、このような感染防止の徹底をお願いしたい。 



感染した方への差別や偏見がないのは、もちろんのこと、感染した方も医療機関と連絡を取

って、医療機関の指示に従うなど、お互いに思いやりをもって、これ以上、感染が拡大しな

いことを願う。 

 

第 27 回佐賀市新型コロナウイルス感染症対策本部会議（令和 2 年 8 月 5 日） 

【市長挨拶】 

連日新たな感染者が発生し、厳しい状況である。 

以前は福岡由来の感染者が多かったが、由来が分からない事例もあり、感染者が 0という日

が無い。これからお盆を迎え人の出入りが多くなり、数値がどうなるかは分からないが収ま

って欲しい。我々に今できることは市民に訴えかけることである。感染症をあなどらず、正

しく恐れた上で、「3 密の回避」「マスク」「手洗い」といった対策の徹底と、昨日は新たに

うがいといった話も出てきたので、それらで対応してほしい。感染した人や業務として対応

にあたる人らに対して、差別や偏見のないようにし、温かく見守る社会であって欲しい。 

 

第 26 回佐賀市新型コロナウイルス感染症対策本部会議（令和 2 年 8 月 1 日） 

【市長挨拶】 

新型コロナウイルス感染症も収束に向かっていると期待していた中、7 月 20 日に佐賀県 

内で、久しぶりに新規感染者が確認された。それから 10 日余りしかたっていないが、県内 

で 39 人、うち佐賀市での陽性者が 17 人と感染者が急増している。 

その一部は、接待を伴う飲食店でのクラスターであった。クラスターが発生すると、どう 

しても「誰が」といった傾向がある。このようなときにこそ、佐賀市としては「みんなが感 

染する可能性がある」ことを発信し、バッシングや偏見などないよう努めていかなければな 

らない。 

特に、昨日は、佐賀市での感染報告が多くみられたが、今一度、「3 密を避ける」、「マス 

クを着ける」、「手洗いをする」などの基本的な取り組みを徹底していただきたい。 

新型コロナウイルス感染症に対しては、注意をしながら、決して怯えすぎず、正しく恐れ 

て生活していくことを市民の皆様に伝えていきたい。 

 

第 25 回佐賀市新型コロナウイルス感染症対策本部会議（令和 2 年 7 月 26 日） 

【市長挨拶】 

連休中にはコロナと雨が心配されたが、コロナが大変な状況となった。 

ほとんどが福岡との繋がりのため、福岡との行き来に際しては油断することなく、また、 

それ以外の地域との行き来についても、市民の皆様には注意をお願いしたい。 

我々にできる対策で何か忘れていることがないか、もう一度気を引き締めてもらうよう 

にしてほしい。 

 

第 24 回佐賀市新型コロナウイルス感染症対策本部会議（令和 2 年 7 月 22 日） 

【市長挨拶】 



本日は、午前中に対策会議を行ったが、その時に心配していた佐賀市における感染報告が 

あったために、2 回目の会議となった。 

県の記者レクも先ほど行われ、まだ十分な情報が入ってきていないため、これから得る情 

報を見極めて対処していきたい。 

 

第 23 回佐賀市新型コロナウイルス感染症対策本部会議（令和 2 年 7 月 22 日） 

【市長挨拶】 

市民はもちろん、県当局、医療関連や生活を支えてくれる皆様のおかげで感染がおさまり 

つつある中、緊急事態宣言解除後も都市部では感染はくすぶっていた。九州でも、福岡だけ 

でなく長崎、鹿児島と感染者が発生する中、佐賀県内でも昨日、一昨日と感染者が発生した。 

佐賀市内でも感染者が発生するかもしれないという緊張感をもって対応しなければなら 

ないが、過去の経験を活用し、正しく恐れ、過剰反応しないようにしたい。それぞれの関係 

者、協力してくれる市民に改めて感謝を申し上げ、感染者が発生した際にはまた協力をお願 

いしたい。 

ここ一ヵ月での大雨対応は、コロナ対策も並行して初めてのことであった。従来対応で追 

いつかない面も想定される中、避難所対応の職員には頑張っていただき、何とか乗り越えた。 

今後も台風に伴う大雨が想定されるため、今回の反省点を踏まえながら対応したい。 

厳しい環境を乗り越えるためにも正しく恐れ、いたずらに委縮せず、市民と共に職員には 

頑張っていただきたい。 

 

第 22 回佐賀市新型コロナウイルス感染症対策本部会議（令和 2 年 6 月 30 日） 

【市長挨拶】 

先日土曜日の雨は昨年の豪雨を彷彿とさせたが、幸いにも大きな被害は無かった。 

コロナ対応だけでなく、水防や議会対応含め職員には努力して頂いた。対応頂い 

た皆様に改めて感謝申し上げる。 

新型コロナウイルス感染症に関しては、県をはじめ関係者の方々の努力で、市内 

では 2ヵ月間感染者が発生していない。ただ、全国的な感染者数は増加傾向にある 

と思われる。気を緩めずに、市民が安心して日常に戻れるよう、経済の活性化に向 

け今後も努力していく。 

今後は雨、台風と共にコロナ対策も必要となるため、職員には更なる頑張りをお 

願いしたい。 


